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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人電気設備

学会(IEIEJ)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申

出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS C 0365:1997 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 0365：2007 
 (IEC 61140：2001，Amd.1：2004) 

感電保護－設備及び機器の共通事項 
Protection against electric shock－ 

Common aspects for installation and equipment 
 

序文 

この規格は，2001 年に第 3 版として発行された IEC 61140 及び Amendment 1 (2004)を基に，技術的内容

及び対応国際規格の構成を変更することなく作成した日本工業規格である。ただし，追補については，編

集し，一体とした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，人及び動物の感電保護について規定する。 

電気設備，システム及び機器に共通な，又はそれらの協調のために必要な基本的原則及び要求事項を示

すことを目的とする。 

この規格は，電圧に関係なく設備，システム及び機器に適用する。 

注記 1 この規格の箇条には，低圧及び高圧の系統，設備及び機器に関連するものがある。この規格

の目的に対して，低圧とは交流 1 000 V 以下又は直流 1 500 V 以下のあらゆる定格電圧である。

高圧とは，交流 1 000 V 又は直流 1 500 V を超えるあらゆる定格電圧である。 

この規格の要求事項は，当該規格に織り込むか，又は引用する場合だけに適用するものである。これを

単独の規格として用いることは意図していない。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61140:2001，Protection against electric shock－Common aspects for installation and equipment 

及び Amendment 1:2004 (IDT) 

なお，対応の程度を表す記号(IDT)は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，一致していることを示

す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 0446 色又は数字による電線の識別 

注記 対応国際規格：IEC 60446，Basic and safety principles for man-machine interface, marking and 

identification－Identification of conductors by colours or numerals (MOD) 

JIS C 0664 低圧系統内機器の絶縁協調 第 1 部：原理，要求事項及び試験 

注記 対応国際規格：IEC 60664-1，Insulation coordination for equipment within low-voltage systems－


